
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発達水準が 2 歳以前も含めて 6 歳までの総数332
の行動目標が準備されています。各発達領域はさ




Ⅰ：2 歳未満、Ⅱ：2 〜 3 歳、Ⅲ：3 〜 4 歳、Ⅳ：
















































































































































































































































































































































子どもが 1 〜 2 名いるという状況もあるかもしれ
ません。このような場合には、クラス全員のアセ
スメントやすべての子どもを含むグループ指導を
行う必要はありません。障害のある子どもや発達
が気になる子どもを中心に適宜にグループを編成
して、集団活動を行うなかで多層水準指導が実践
できます。また、短時間しか集団活動が設定でき
なかったり、集団を構成する子どもがいつも同じ
ではないという場合もあるかもしれません。この
ような児童発達支援事業や放課後等デイサービス
などにおける集団場面でも、改訂新版幼児・グルー
プ指導カリキュラムを活用することによって、一
人ひとりの子どもの発達ニーズに応じた多層水準
指導にもとづく集団活動の適切な計画と実践が可
能になるでしょう。
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